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総
会
の
会
場
に
お
い
て
、
退
任
さ

れ
る
理
事
・
班
長
並
び
に
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
会

員
、
安
全
標
語
入
選
者
に
対
し
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
為
、
代
表

と
し
て
退
任
理
事
の
工
藤
啓
一
さ
ん

が
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
退
任
役
員
表
彰
》

理
事
を
二
期
四
年
以
上
務
め
退
任

さ
れ
た
方

理
事

工
藤

啓
一〈

二
期
四
年
〉

《
退
任
班
長
表
彰
》

地
域
班
長
を
二
期
四
年
以
上
務

め
退
任
さ
れ
た
方

野
村

秀
雄

・

川
端

君
子

《
十
五
年
表
彰
》

会
員
在
籍
十
五
年
以
上
で
昨
年
度

一
日
以
上
の
就
業
と
セ
ン
タ
ー
の
事

業
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
方

小
西

一
正

・

石
川

芳
秀

石
井

キ
ミ
子
・

熊
山

信
良

若
菜

絢
子

《
十
年
表
彰
》

会
員
在
籍
十
年
以
上
で
昨
年
度
年

間
五
十
日
以
上
の
就
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
普
及
啓
発
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー
・
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
参
加
協
力
含
む
）
の
功
績
が

あ
る
方

土
屋

公
達
・

曽
我

廣
子

山
本

林

・

片
岡

博
子

小
澤

榮

・

鈴
木

孝
子

上
原

好
正
・

相
馬
と
め
子

原
田

久
恒
・

梅
原
千
左
子

《
五
年
表
彰
》

会
員
在
籍
五
年
以
上
で
昨
年
度
年

間
五
十
日
以
上
の
就
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
普
及
啓
発
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
ふ

れ
あ
い
バ
ザ
ー
・
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
サ
ミ
ッ

ト
へ
の
参
加
協
力
含
む
）
の
功
績
が

あ
る
方

小
川

博
美
・

小
西

宏
之

工
藤
ふ
く
よ
・

小
鳥

修

小
川
美
代
子
・

稲
葉

信
一

《
安
全
標
語
入
選
表
彰
》

一
席決

め
ご
と
は

皆
で
守
り

安
全
に

富
戸

田
中

寛
治

六
月
十
九
日
（
金
）
伊
東
市
観
光

会
館
別
館
に
お
い
て
第
六
十
二

回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

予

防

対
策
と
し
て
、
規
模
を
縮
小
・

時

間

を

短

縮

し

て

の

開

催

と

な
り
ま
し
た
。

会
員
総
数
５
９
５
名
の
内
、

議

場

へ

は

役

員

並

び

に

地

域

班

長

の

３

９

名

の

み

の

出

席

と
な
り
ま
し
た
。
郡
理
事
の
司

会
の
も
と
、
角
谷
理
事
長
の
挨

拶
（
理
事
長
挨
拶
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
）
に
続
き
、
代
表
者
に
よ
る

会
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
奥

山
理
事
が
議
長
と
な
り
、
次
に

記

載

し

た

全

て

の

議

案

に

つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

第

１

号

報

告

令

和

２

年

度

事

業

計

画

書

・

収

支

予

算

書

の
報
告

【
承
認
事
項
】

第

１

号

議

案

令

和

元

年

度

決
算
承
認
に
つ
い
て

第

２

号

議

案

役
員
の
改
選
に

つ
い
て

全
て
の
議
事
を
終
了
後
、
総

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

シルバー伊東

第
六
十
二
回

定
時
総
会
を
開
催

セ
ン
タ
ー
活
動
優
良
者
を
表
彰
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シルバー伊東

令和元年度事業実績

令和２年度 組織図

（単位：円）

令 和 元 年 度 平 成 30 年 度 対 比 率
受託事業実績 211,902,025 216,491,888 97.88%
派遣事業実績 40,691,481 35,484,639 114.67%
実 績 合 計 252,593,506 251,976,527 100.24%

【令和元年度事業実績】

佐々木　広雄（事務局）（兼）

◆適正就業・職群班の充実の推進

◆諸規定の整備・組織体制の整備

◆入会説明会の改善・入会手続きの迅速化

◆シルバーワークプラザの維持管理

◆総合的なシルバー事業の普及啓発

　　として会員同士の連携強化

◆会員増強（特に女性会員増強）

◆労働派遣・有料職業紹介の活用・推進

森田　尚子（事務局）
大川　大翔（事務局）

◆事務局・各関連部門と連携して組織の

　効率化・活性化の諸施策の検討

◆会員の資質向上のための講習会の充実

◆新規・独自事業の開拓・推進

◆会員互助会を応援し相互協力を図る

◆社会奉仕・ボランティア活動の企画・立案

◆社会奉仕・ボランティア活動の企画・立案

◆シルバー伊東・ホームページの充実

◆「地域活性化委員会」を整備、これを中心 新たな就業機会を模索する

◆安全基準の周知徹底と安全対策の検証

◆巡回指導を中心に事故の未然防止

◆健康維持管理と総合的交通安全の啓蒙活動

◆発注者との連携強化により、安全対策を図り

◆地域社会の労働需要に合った事業拡大

◆就業相談などにより、会員のニーズに合った

　事業拡大

◆事業実績の調査分析・収支情報の把握

野中　賢（事務局）
大川　大翔（事務局）大川　大翔（事務局）

川畑　輝明
銕川　陽一 鳶田　正勝 能登　武則 北野　芳男
太田　地行 奥山　勝男 郡　よし子

岡田　博子(事務局）佐々木　広雄（事務局）
大川　大翔（事務局）

成沢　忠

総会

理事会

監 事

総務財政部会 普及啓発部会事 業 部 会

角谷 勝彦 太田 地行 佐々木広雄

奥山 勝男

鳶田 正勝

郡 よし子
（互助会会長）

北野 芳男

理事長 副理事長
常務理事総務財政部長

事業部長 普及啓発部長 安全推進部長

長倉 喜一 銕川 陽一

安全推進部会

能登 武則 成沢 忠

川畑 輝明
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シルバー伊東

安
全
推
進
部
長

川
畑
輝
明

﹁
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
﹂を
心
に
留
め
、
安
全
適
正

就
業
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
傷
害
・
物
損
事
故
﹁
ゼ
ロ
﹂

を
目
指
し
、
日
ご
ろ
か
ら
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と

も
に
、
会
員
自
ら
が
健
康
管
理
に
努
め
る
べ
く
手
助
け
を

し
て
①
安
全
及
び
注
意
喚
起
資
料
の
配
布
②
現
場
巡
回

指
導
の
実
施
を
強
化
し
、
作
業
環
境
の
安
全
性
と
し
て
、

安
全
に
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
作
業
に
合
っ
た
服
装
・

履
物
で
あ
る
か
、
保
護
具
は
着
用
さ
れ
て
い
る
か
、
機
械
・

工
具
の
点
検
・
整
備
は
さ
れ
て
い
る
か
、
防
護
具
は
使
用

さ
れ
て
い
る
か
、
監
視
員
が
必
要
で
は
な
い
か
等
の
安
全

就
業
の
状
況
確
認
を
行
い
、
会
話
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
先

の
安
全
就
業
指
導
の
資
料
と
し
て
ま
と
め
ま
す
。
人
の
為

と
思
わ
ず
自
分
の
為
の
安
全
就
業
を
す
る
べ
く
、
わ
ず
か

な
手
間
を
惜
し
ま
ず
安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
で
作
業

前
の
安
全
確
保
と
作
業
会
員
同
士
の
健
康
推
進
を
行
い

安
全
第
一
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

新

体

制

の
も

と
各

部

長

に
意

気

込

み
を

伺

い
ま

し
た

事
業
部
長

奥
山
勝
男

今
年
度
は
、
世
界
的
に
大
流
行
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
問
題
に
、
国
を
挙
げ
て
の
感
染
防
止
対
策
の

最
中
で
あ
り
ま
す
。
経
済
的
に
も
し
ば
ら
く
は
低
調

が
継
続
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
も
こ
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
も
、
８
項

目
の
骨
子
が
総
会
で
承
認
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。
例

年
と
大
き
く
変
わ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
事
業

計
画
を
推
進
し
、
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
は
、
明
る
く
元
気
に
活
動
し
て
頂
く
、
一

助
と
し
て
シ
ル
バ
ー
交
流
サ
ロ
ン「
ふ
じ
の
ゆ
め
」
等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
交
流
の
輪
を
広
げ
、
活
性
化
の
た

め
に
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
互
い
元
気
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

理
事
長
挨
拶
～

抜

粋

～

理
事
長

角
谷
勝
彦

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は「
会
員
１
０
０
万
人
達
成
計

画
」
第
２
次
運
動
を
展
開
中
で
す
。
静
岡
県
は
、
増
加
セ
ン
タ
ー

16
、
減
少
セ
ン
タ
ー
18
で
目
標
の
２
２
，
９
９
３
人
に
達
し
て
い
ま

せ
ん
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
度
の
実
績
は
６
１

２
人
で
、
目
標
を
５
人
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
６
０
０
人

を
超
え
た
の
は
７
年
ぶ
り
で
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
の
５
７
２
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
そ
こ
か

ら
２
年
間
で
40
人
増
加
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
こ
こ
５
年
間
は

対
前
年
度
割
れ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

計
画
は
３
年
目
に
入
り
、
令
和
２
年
度
末
に
は
６
４
１
人
を
目

指
し
ま
す
。
会
員
拡
大
に
は
入
会
の
促
進
及
び
退
会
の
抑
制
に

向
け
た
広
報
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
少
子
高
齢
化
は
増
々
進

み
、
労
働
力
不
足
も
深
刻
に
な
っ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
の
入
会
動

機
を
見
る
と「
生
き
が
い
、
社
会
参
加
」
が
最
も
多
く
次
い
で
就

業
を
通
じ
て
健
康
維
持
、
同
好
会
等
の
よ
う
で
す
。
70
歳
ま
で

の
雇
用
促
進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
後
期
高
齢
者
の
役
割
は

重
要
で
す
。
仲
間
を
増
や
し
、
地
域
へ
の
貢
献
や
、
社
会
参
加
を

し
ま
し
ょ
う
。
会
員
拡
大
の
努
力
は
長
期
に
わ
た
り
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
で
35
周
年
を
迎
え
先
輩
諸
氏
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
更
に
発
展
す
る
よ
う
役
員
、
職
員
、
会
員
、
全
員
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。
終
わ
り
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
は
油
断

な
く
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
財
政
部
長

太
田
地
行

前
期
よ
り
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

に
終
息
が
見
え
ず
、
期
待
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
や
宿
泊
施
設
等
の
観
光
施
設
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
、
会
員
の
皆
様
の
就
業
に
大
き
な
影
響

が
で
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
常
に
事
業
実
施
状
況
の

調
査
分
析
・
収
支
状
況
を
把
握
し
て
適
切
に
対
処
し
健
全

な
財
務
体
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
関
連

部
門
と
連
携
し
て
組
織
の
効
率
化
・
活
性
化
の
諸
施
策
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

普
及
啓
発
部
長

郡
よ
し
子

普
及
啓
発
部
か
ら
、
３
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
①

季
刊
で
お
手
元
に
届
く﹁
シ
ル
バ
ー
伊
東
﹂を
ど
う
ぞ
読

ん
で
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
の
動
き
や
お
知
ら
せ
が
満
載

で
す
。
②
﹁
シ
ル
バ
ー
伊
東
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹂で
は
最
新

の
情
報
が
Ｕ
Ｐ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
気

軽
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い

③
〝
シ
ル
バ
ー
会
員
増
強
〟
の
お
願
い
で
す
。
周
り
の

友
人
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。
ご
存
知
の
よ
う
に
仕
事
以

外
に
も
、
互
助
会
で
の
仲
間
作
り
で
共
に
人
生
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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お
家
で
で
き
る

筋
ト
レ

①
ひ
ざ
伸
ば
し
運
動

椅
子
に
座
っ
て
、
片
方
の
足
の
膝
を
ゆ
っ
く
り
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す

そ
の
ま
ま
10
秒
キ
ー
プ

反
対
の
足
も
同
様
に

②
ス
ク
ワ
ッ
ト

立
っ
た
姿
勢
か
ら
、
正
面
を
見
な
が
ら
お
尻
を
後
ろ
に
突
き
出
す

よ
う
に
膝
を
曲
げ
る

曲
げ
た
時
、
膝
が
つ
ま
先
よ
り
前
に
出
な
い
よ
う
に
注
意
！

③
か
か
と
あ
げ
運
動

な
る
べ
く
膝
を
伸
ば
し
た
ま
ま
、
か
か
と
を
上
げ
て
背
伸
び
を
す
る

※

①
～
③
を
10
回
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
、
１
日
に
３
～
４
回
セ
ッ
ト
を
目
安
に

挑
戦
し
て
く
だ
さ
い

息
は
止
め
ず
、
呼
吸
を
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う

④
踏
み
台
昇
降

20
㎝
程
度
の
踏
み
台
（
階
段
）
を
利
用

右
足
か
ら
登
っ
て
、
右
足
か
ら
降
り
る

次
は
、
左
足
か
ら
登
っ
て
、
左
足
か
ら
降
り
る

１
回
10
分
、
１
分
間
に
80
回
程
度
の
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で

シルバー伊東

ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
コ
ロ
ナ
川
柳

太
っ
た
と

知
ら
せ
る
頬
の

マ
ス
ク
後

口
喧
嘩

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね

ま
ず
マ
ス
ク

マ
ス
ク
し
て

小
声
で
妻
に

馬
鹿
野
郎

﹃
第
8
回

バ
カ
大
川
柳

～
フ
ジ
オ
・プ
ロ
～
﹄

一
年
中

旅
館
で
し
た
い
テ
レ
ワ
ー
ク

夢
に
見
る

不
要
不
急
の

ひ
と
り
旅

﹃
第
12
回

足
旅
の
日
川
柳
～
日
本
足
旅
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
﹄

愛
犬
に

ス
テ
イ
の
見
本

見
せ
ら
れ
る

﹃
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
応
援
川
柳
～
キ
ャ
リ
ア
パ
ワ
ー
﹄

コ
ロ
ナ
後
は

世
界
が
マ
ス
ク
に

依
存
症

あ
べ
ち
ゃ
ん
の
マ
ス
ク
は
つ
か
ず
に

ケ
チ
が
つ
き

﹃
阿
佐
ヶ
谷
あ
に
め
座
寄
席
・コ
ロ
ナ
川
柳
﹄

1 3 5 9
6 7 8 1 2

7 8 9 3 6
6 7 8 1

5 7 8 9 3 4
9 2 4 5

3 4 5 6 9
6 8 9 1 2 4 5

1 5 7

数独のルール

①空いているマスに１～９までの数字のどれか

を入れます

②タテ列（９）・横列（９）・太枠の中（３×３）に１～

９の数字が１つづつ入ります(※同じ数字は入らない）

こ
の
漢
字

読
め
る
？

報 い る 構 え る 労 う 操 る 私語 く 惑 う 垂 れ る 躊躇 う
（　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ）
相応 し い 奏 で る 賄 う 臨 む 流行 る 素見 す 厚顔 し い 口遊 む

（　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ）
凝視 め る 厳 し い 浮腫 む 上手 い 蔓延 る 動揺 る 目細 し い 微酔 い

（　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ） （　　 ）
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事
務
局
だ
よ
り

〝
シ
ル
バ
ー
伊
東
〟
に
会
員
の
皆
様
の
声

を

い

つ

で

も

お

寄

せ

下

さ

い

。

就
業
中
あ
っ
た
嬉
し
い
話
。
普
段
疑
問
に

思
っ
て
い
る
こ
と
。
シ
ル
バ
ー
伊
東
で
取
り
あ

げ
て
ほ
し
い
内
容
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

配
分
金
の
支
払
い

◆
配
分
金
明
細
書
は
郵
送

◆
支
払
い
は
、
会
員
さ
ん
の
登
録
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

◆
振
込
日(

６
月
分
～
８
月
分
）※振込先の変更を希望される方は

センターへご連絡ください

入
会
説
明
会

会
員
募
集
中
！

お
友
達
に
お
知
ら
せ
下
さ
い.

。

○
8
月
18
日
（火
）

○
9
月
15
日
（火
）

○
10
月
20
日
（火
）

時
間

午
後
1
時
30
分
～

場
所

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

持
ち
物

（
写
真
・
年
会
費
２
千
５
百
円
・
緊
急

の
場
合
の
連
絡
先
・
振
込
銀
行
口
座
情
報
）

※

初
年
度
は
、
年
会
費
月
割
り
あ
り

シルバー伊東

﹁
会
員
相
談
窓
口
﹂開
催
中

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
精
励
の
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

標
記
の
相
談
窓
口
を
常
時
開
催
し
て
い
る
の

は
、
皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
有
効
に
ご
利

用
下
さ
い
。
窓
口
が
広
く
、
就
業
に
関
す
る
事
柄

か
ら
、
個
人
的
な
心
配
ご
と
や
悩
み
事
ま
で
幅

広
く
受
け
承
っ
て
お
り
ま
す
。
難
題
な
事
案
に
つ

い
て
は
、
専
門
家
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
問

題
解
決
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の

幸
せ
の
為
、
又
高
齢
化
社
会
を
明
る
く
元
気
に

生
き
抜
く
為
に
も
相
談
し
て
、
心
身
を
し
っ
か
り

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

事
業
部
長

奥
山

勝
男

﹁
会
員
相
談
窓
口
﹂実
施
報
告

(

令
和
２
年
４
月
～
６
月
末
ま
で
）

相
談
件
数
は
１
件
。
内
容
は
、
庭
木
手

入
れ
班
の
作
業
配
分
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
及
び
提
案
に
つ
い
て
で
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
今
年
度
か
ら
は
、
作
業

場
所
の
地
域
性
を
考
慮
し
、
新
規
の
依

頼
に
つ
い
て
は
ま
ず
近
い
地
域
会
員
の
班

に
連
絡
を
取
る
等
の
対
応
策
を
提
示
し

ま
し
た
。

連続無事故日数

傷害事故

60 1
日

賠償事故

62 3 日

令和２年６月末現在

請負・委任 派　遣

2年6月分 7月15日（水） 7月22日(水）

2年7月分 8月14日（金） 8月25日（火）

2年8月分 9月15日（火） 9月25日（金）

配　分　金　支　払　日
就　業　月

報 い る 構 え る 労 う 操 る 私語 く 惑 う 垂 れ る 躊躇 う
（ささや）

相応 し い 奏 で る 賄 う 臨 む 流行 る 素見 す 厚顔 し い 口遊 む
（はや）

凝視 め る 厳 し い 浮腫 む 上手 い 蔓延 る 動揺 る 目細 し い 微酔 い
（ゆさぶ） （まぐわ） （ほろよ）　（みつ） （きび） （むく） （うま） （はびこ）

（のぞ） （ひやか） （あつかま） （くちずさ）

（まど）（あやつ） （た） （とまど）（むく）

（ふさわ）

（かま） （ねぎら）

（かな） （まかな）

1 2 3 4 5 6 7 8 9
4 5 6 7 8 9 1 2 3
7 8 9 1 2 3 4 5 6
2 3 4 5 6 7 8 9 1
5 6 7 8 9 1 2 3 4
8 9 1 2 3 4 5 6 7
3 4 5 6 7 8 9 1 2
6 7 8 9 1 2 3 4 5
9 1 2 3 4 5 6 7 8

5
ペ
ー
ジ
の

ク
イ
ズ
の

こ
た
え
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手芸倶楽部 デジカメ倶楽部 ゴルフ同好会
カラオケ同好会

峠
将棋同好会

ウォーキング
くらぶ

おさかなクラブ 囲碁同好会

①毎週水曜
午後

①月例会
毎月第2木曜

①毎月第1・2
月曜
13時～16時

②毎週土曜
　午後

②年間MVP
決定戦

②毎月第3・4
月曜
13時～16時

活　動
場　所

ゆめ市場
交流サロン
ふじのゆめ
１階

ゴールド川奈ゴ
ルフコース

①泉会館
②スナック
　ブルドック

交流サロン
ふじのゆめ
２階

伊豆半島
ウォーキング
コース

海
交流サロン
ふじのゆめ
２階

会員数
女性　14名
男性　 0名

女性　0名
男性　7名

女性　4名
男性　24名

女性　13名
男性　 9名

女性　0名
男性　9名

女性　7名
男性　6名

女性   1名
男性　11名

女性　 1名
男性　14名

幹　事 小澤　榮 長倉　喜一 高谷　滋男 松下　輝美 市川　誠 角谷　勝彦 井ノ内　靖 加藤　悟

活動日
毎月第１火曜

14時～
毎週火曜日

13時～

令和元年6月
～令和2年の間
で4～5回

不定期
毎週水曜日
10時～12時

互
助
会
通
信

シルバー伊東

～
新
し
く
互
助
会

会
員
に
な
ら
れ
た
方
へ
～

互
助
会
で
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

◆
扶
助
事
業

弔
慰
金
給
付
（
死
亡
）
一
万
円

傷
病
見
舞
金
給
付

（
入
院
療
養
10
日
以
上
）
五
千
円

同
傷
病
に
つ
き
１
回
限
り

◆
福
利
厚
生
事
業

会
員
親
睦
旅
行
等
の
交
流
事
業
の
実
施

同
好
会
活
動
へ
の
助
成

◆
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

セ
ン
タ
ー
の
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
地
域

社
会
奉
仕
活
動
に
積
極
的
に
協
力

◆
同
好
会
活
動
支
援

現
在
互
助
会
に
は
８
つ
の
同
好
会
が
あ
り
１
１
６
名
の

会
員
が
仲
間
と
共
に
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
（
下
記
同
好
会
活
動
参
照
）
例
え
ば
、
釣
り

同
好
会
は
〝
お
さ
か
な
ク
ラ
ブ
〟
と
名
称
を
変
更
し
、

釣
り
は
も
と
よ
り
釣
談
義
、
魚
料
理
法
等
々
一
層
楽
し

い
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
す
。
ど
の
同
好
会
も
皆
様
の
入
会

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
体
験
入
部
も
歓
迎
で
す
。
お

好
き
な
同
好
会
を
是
非
の
ぞ
い
て
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
）

互
助
会
役
員
紹
介

郡 よし子小澤 榮長倉喜一井ノ内靖松下輝美

角谷勝彦加藤 悟高谷滋雄市川 誠

副会長監事監事会計 会長

幹事幹事幹事幹事

互
助
会
活
動
近
況
報
告

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
互
助
会
活
動
も
自

粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
時
総
会
も
参
加
者
が
制
限
さ
れ
（
役
員
、
地
域
班

長
の
み
の
出
席
）
い
つ
も
の
〝
お
楽
し
み
抽
選
会
〟
も

無
し
で
し
た
。
ま
た
互
助
会
恒
例
の
〝
バ
ス
旅
行
〟
も

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
、
開
催
で
き
る
か
ど
う
か

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
互
助
会
・
役
員
会
で
は
情
勢
を
見
な

が
ら
行
事
を
進
め
よ
う
と
の
意
見
で
す
。

こ
の
時
期
、
皆
様
か
ら
ご
助
言
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ら
ど
う
ぞ
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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班
長
交
代
の
お
知
ら
せ

７
月
よ
り
八
幡
野
２
班
の
班
長
さ
ん
が
、
吉
方
徹
さ
ん
か
ら
小
林
隆

さ
ん
に
な
り
ま
す
。

会
員
さ
ん
か
ら
の
ち
ょ
っ
と
い
い
お
話

﹁
さ
り
げ
な
い
優
し
さ
に
ふ
れ
て
﹂

シ
ル
バ
ー
で
は
、
閉
園
に
な
っ
た
市
の
幼
稚
園
の
維
持
管
理
業
務(

園

庭
、
園
内
の
床
･ト
イ
レ
･水
周
り
･窓
等
の
清
掃
な
ど)

を
伊
東
市
か
ら

請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る﹁
宇
佐
美
の
宮
川
分
園
﹂の
就
業
を
さ
れ
て
い
る

会
員
さ
ん
か
ら
、
最
近
す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
で﹁
シ
ル

バ
ー
伊
東
﹂に
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

前
か
ら
、
砂
場
の
網
が
破
れ
て
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
会
員
さ
ん
も
と

て
も
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
請
け
負
っ
て
い
る
作
業
で
手
一
杯
で
後
回
し

に
な
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
2
人
の
お
子
さ
ん
を
連
れ
て
、
と
き
ど
き
遊

び
に
来
て
い
る
女
性
が
、
砂
場
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
わ
ざ
わ

ざ
１
０
０
均
で
新
し
い
網
を
購
入
し
て
張
り
替
え
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

会
員
さ
ん
が﹁
網
の
代
金
だ
け
で
も
お
支
払
い
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

と
、﹁
大
し
た
額
で
は
な
い
し
、
自
分
た
ち
が
い
つ
も
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
」
と
。
せ
め
て
名
前
だ
け
で
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
た
が
、
産
休
中
の
幼
稚
園
の
先
生
だ
と
い
う
こ
と
以
外
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
と
の
事
。

そ
の
家
族
は
、
い
つ
も
明
る
く
挨
拶
を
し

て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
。
就
業
が
楽
し
く
な
る
の
よ
♪

と
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
宇
佐
美
地
区

土
佐
は
ま
さ
ん
談
）

◆我が家でも子や孫が今はやりの"リモート帰省”をしようとゴールデンウイークに総勢12人が集いました。

パソコン越しに「乾杯！」話が尽きずなかなか楽しいものでした。（Ｙ．Ｋ）

◆「外出時のマスク着用」。相手の顔の確認にとまどいながら、生活習慣を変えてゆくことが必要かと実感す

るこの頃です。（T.N）

◆もし自信をなくして、くじけそうになったら、いいことだけ♪いいことだけ思い出せ！！だいじなもの忘れて、

べそかきになったら、好きな人と♪好きな人と手をつなごう！～アンパンマンの歌より～（H.O)

◆会員のみなさん、事務所に来たときは是非僕に声をかけてください。（H.Ｏ：New Face)

シルバー伊東

池
田
幸
男

【
新
井
・
玖
須
美
地
域

】

平
野
東
柱
・
髙
木
礼
子
・
桜
井
康
雄
・
杉
山
洋
子

冨
士
惠
都
子
・
長
谷
川
泰
比
古
・
斎
藤
喜
代
美

八
木
秀
夫
・
石
川
伊
都
男
・
宇
梶
實
・
大
石
珠
代

加
藤
瑩
子
・
斎
藤
幸
子
・
須
田
喜
代
則
・
須
田
さ
と
子

片
岡
ス
イ
子
・
小
林
正
芳
・
小
野
怜
子
・
日
吉
茂
昭

長
壁
正
一
・
石
井
薫
・
太
田
美
惠
子
・
大
場
節
子

【
対
島
地
域

】

【
川
奈
・
吉
田
地
域

】

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

【
宇
佐
美
地
域

】

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

木
部
初
枝

前
野
惠
美
子
・
深
辺
信
子

【
荻
・
十
足
地
域

】

【
川
奈
・
吉
田
地
域

】

猪
瀬
幸
子
・
稲
葉
浩
・
三
田
省
三

石
川
惠
美
子
・
林
田
靖
子

桃
田
久
美
子
・
山
中
明
子
・
三
浦
正
一
・
福
岡
ま
り
子

早
坂
進

【
宇
佐
美
地
域

】

【
荻
・
十
足
地
域

】

細
川
正
子
・
白
井
富
美
子
・
仲
田
康
男

【
対
島
地
域

】

吉
内
郁
子
・
髙
橋
英
栄
・
木
村
徹
・
塩
川
俊
夫

【
岡
・
鎌
田
地
域

】

山
田
悦
子
・
小
塚
優
子
・
堀
江
セ
ツ
子
・
鈴
木
豊
彦

辻
キ
イ

【
湯
川
・
松
原
地
域

】

高
橋
節
子
・
萩
原
佐
衣
子
・
土
屋
薫

髙
橋
萬
彦
・
伊
藤
ス
ズ
子
・
松
原
徹
・
新
名
惠
子

坂
井
孝
司
・
江
成
公
生
・
松
尾
啓
子

【
岡
・
鎌
田
地
域

】

【
新
井
・
玖
須
美
地
域

】

【
湯
川
・
松
原
地
域

】

令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
２
年
６
月
ま
で
の

新
入
会
員
ご
紹
介

[

地
域
順
・敬
称
略]

令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
２
年
６
月
ま
で
の
退
会
者

[

地
域
順
・敬
称
略]

高
橋
節
子
　
様

【
湯
川
・
松
原
地
域

】

訃
報

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
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